
   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

担当課
◎　展開する事業群(2-1-1) 担当課

担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （1） 心身を健やかに育む子育て環境の充実 担当課

基本施策分野 ① 保育・教育環境の充実 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

学校教育

社会教育・ス
ポーツ推進

子育て支援

子育て支援 公立保育所で保育・厨房備品を購入し、充実を図った 公立保育所で保育・厨房備品を購入し、充実を図った

☆16 子育て支援 公立４保育所に　各１名の保育士配置 公立４保育所に　各１名の保育士配置

子育て支援 河原・草内各保育所で、園庭の芝生化を進めた 河原・草内各保育所で、園庭の芝生化を進めた

子育て支援
田辺東幼稚園内に河原保育所分園を開設
三山木保育所移転用地買収を行い、建築工事に着手した。

三山木保育所移転新築事業の完了

教育総務
学校環境整

備

○小学校
全小学校（三山木小学校を除く）に空調設備を設置するための設
計を行った。
小学校空調設備設置工事に着手した。
三山木小学校増築事業に伴う造成工事を施工した。
○中学校
田辺中学校既設管理棟耐震補強工事、大規模改修工事を施工
（最終年度）し完成させた。

○小学校
全小学校（三山木小学校を除く）に空調設備を設置した。
三山木小学校の新築西校舎棟・体育倉庫の建築工事に着工。

社会教育・ス
ポーツ推進

視覚障害者向け郵送サービスの開始

図書資料の受入冊数　１６，２４５冊 点字資料作成　３６タイトル
子どもの本の講座　参加人数延べ８４人
障害のある人へのサービス　宅配８０回　郵送サービス３回
対面朗読　４７回
児童書・絵本の読み聞かせ推奨のための「絵本の紹介コーナー」の
設置

社会教育・ス
ポーツ推進

家庭教育子育てセミナー（中央市民大学公開講座）9月１３日参
加者２０人
地域子育てセミナー(８小学校)８事業　参加者４５１人

地域子育てセミナー(全９小学校)９事業　参加者７９６人

学校教育
幼児が安定した情緒の下で自己を十分に発揮することができるよ
う発達に必要な体験を得るために「幼稚園キ・ラ・ラ体験事業」を
各幼稚園で実施した。

幼児が安定した情緒の下で自己を十分に発揮することができるよう
発達に必要な体験を得るために「幼稚園キ・ラ・ラ体験事業」を各幼
稚園で実施した。

★　新規事業（５）　　☆拡充事業（２６）　＊計画にない新規Ｈ２２（２）・Ｈ２３（２）・H２６（１

☆
17

○保育所、幼稚園、小・中学校等施設の計画的な
改善（☆）

○図書館活動の充実
　・図書の充実　　　　　　　　　　・点字図書作成
　・手作りの本講習会等　　   　・移動図書館
　・障がいのある人への対面朗読等
（再掲2-（1）-⑤）

○子育てセミナー
（再掲1-（1）-④、1-（2）-①、1-（3）-③、3-（1）-
①）

○特色ある園づくり（幼稚園）

意見発表等の
機会の充実

○「子どもの主張大会」の実施及び特集号の発行 Ｈ22～26

保 育 ・ 教 育 内
容や活動施設
の充実（☆）

○保育内容の充実（保育所）

Ｈ22～26

○家庭支援推進保育事業（☆）

○保育所園庭の芝生化

Ｈ２５年１２月１日（日）田辺中央公民館で実施。
作品応募総数９６７名。　参加者数約２５０名

H26年12月7日（日）中央公民館で実施
作品応募総数1338名。参加者約250名

事業内容（細事業）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

学校教育

総合的な学習の時間等で地域の人材を活用した。
講師等謝金　小学校560千円、中学校303千円
同志社大学等の学生ボランティアによる学習支援を実施した。登
録者２６人

子ども・学校応援プロジェクト「教育実践モデル校」指定事業
１２校すべてをモデル校に指定し、研究を開始した。
同志社大学等の学生ボランティアによる学習支援を実施。登録者２
１人。
講師等謝金　中学校643千円、小学校339千円

学校教育 各中学校2年生を対象に全員が体験学習を行った。 各中学校3年生を対象に全員が体験学習を行った。

学校教育

中学校にAET（英語指導助手）3名を配置し、英語授業の補助、
英語クラブ、課外活動への補助などを行うとともに、小学校（1年
生～4年生）及び幼稚園にも派遣し、英語活動を行った。
また、小学校（5･6年生）にAET1名を配置し、外国語活動を行っ
た。

中学校にAET（英語指導助手）3名を配置し、英語授業の補助、英
語クラブ、課外活動への補助などを行うとともに、小学校（1年生～4
年生）及び幼稚園にも派遣し、英語活動を行った。
また、小学校（5･6年生）にAET2名を配置し、外国語活動を行った。

学校教育

小･中学校では、コンピュータ室を整備し、合わせて約400台を設
置している。また、平成22年の国のＩＣＴ環境整備事業により、89
台の大型テレビを幼小中に導入し、平成23年度の市の予算で
小・中学校に合わせて57台の大型テレビを導入した。また、平成
22、23年度の市の予算で小中学校にデジタル教科書を整備し、
大型テレビやコンピュータ等のＩＣＴ教材を活用した授業を行い、
平成24年度は小・中学校全普通教室に配備できるよう大型テレビ
を追加導入し、児童生徒の学力向上に寄与している。
さらに、校務用パソコンを教職員に100％貸与していて、校務の
情報化を進め、円滑に事務処理を行っている。

小・中学校の全普通教室に大型モニターを設置すると共に、指導
者用デジタル教科書を導入し各授業で活用している。又、小学校
には5台中学校には2台の実物提示装置を配備すると共に、年度末
には55台の電子黒板を導入、児童生徒の学習意欲の向上と基礎
学力の向上に取り組んでいる。
さらに、校務用パソコンを教職員に100％貸与すると共に校務支援
システムを共同開発し、校務の情報化、平準化を進め、円滑に事
務処理を行っている。

学校教育

情報教育コーディネータの派遣により、貸与パソコンをはじめとす
るICT機器を常時快適に使うことができている。また、教職員の活
用の増加に伴い、ソフトの使用方法の相談も増えている。
夏期講座の開催や校内研修への講師派遣により、教職員のモラ
ルやセキュリティ意識も向上し、児童生徒への指導にも役立って
いる。

ICT支援員（各校5回）・情報教育コーディネータ（2週で3回程度）の
派遣により、貸与パソコンだけでなく他のICT機器の授業への活用
等増加している。また、校務支援システムの導入により校務事務の
平準化、効率化が図られている。
夏期講座の開催や校内研修への講師派遣により、教職員のモラル
やセキュリティ意識も向上し、児童生徒への指導にも役立っている。

担当課

国際化・情報
化等の社会の
変化に対応す
る教育の推進

○国際理解教育の充実
　・ＡＥＴの活用（外国人による英語授業）

Ｈ22～26

○情報教育の充実①
　・コンピュータ等の機器の充実

○情報教育の充実②
　・情報モラルやマナーの育成
　・情報通信ネットワークやコンピュータなどを積極
的に活用する能力、態度の育成

学力の充実・
向上と個性を
生かす教育の
推進

○特色ある学校づくり
　・市研究指定校制度（学校改善）
　・社会人講師の活用（地域人材の活用）
　・総合的な学習の補助（消耗品の補助）
（再掲3-（1）-⑤、3-（1）-⑥）

○進路指導の充実
　・職場体験学習

Ｈ22～26
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

◎　展開する事業群(2-1-2) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （1） 心身を健やかに育む子育て環境の充実 担当課

基本施策分野 ② 子育てに関する相談体制の充実 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

社会福祉
円滑な民生委員・児童委員の活動ができるよう活動費の助成をし
た。

円滑な民生委員・児童委員の活動ができるよう活動費の助成をし
た。

社会福祉
地域の中で相談援助活動を行っている民生委員・児童委員に対
して、円滑な活動が実施できるよう、研修等による支援を行った。

地域の中で相談援助活動を行っている民生委員・児童委員に対し
て、円滑な活動が実施できるよう、研修等による支援を行った。

子育て支援 年間860人から相談を受けた 年間793人から相談を受けた

子育て支援
保護者からの相談件数　124件
発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。
日常の会話の中での相談についての件数は含んでいない。

保護者からの相談件数　88件
発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。
日常の会話の中での相談についての件数は含んでいない。

子育て支援

ケ－ス対応件数
　養護相談：児童虐待相談　139件
　　　　　　　：親の疾患・家庭環境の養護相談　95件
　保健・障がい・非行・育成等相談　28件
来庁面接相談回数：109回（延べ167人）
家庭訪問回数：10７回（延べ169人）
電話相談回数:89回（延べ428人）
メ－ル相談回数：12回（延べ18人）

ケ－ス対応件数
　養護相談：児童虐待相談　154件
　　　　　　　：親の疾患・家庭環境の養護相談　107件
　保健・障がい・非行・育成等相談　40件
来庁面接相談回数：183回（延べ290人）
家庭訪問回数：117回（延べ285人）
電話相談回数:351回（延べ604人）
メ－ル相談回数：22回（延べ5人）

子育て支援
支援センター等での子育て相談　電話６５　来所３０５　事業内実
施時３２３

支援センター等での子育て相談　電話６０　来所７　事業内実施時
４３１

子育て支援

相談員のほか、母子保健関係保健師、保育士、幼稚園・小学校・
中学校教諭、留守家庭児童会指導員、ファミリ－サポ－トセンタ
－、民生児童委員の研修会への参加。
要保護児童対策地域協議会、ケース会議を実施する。

相談員のほか、母子保健関係保健師、保育士、幼稚園・小学校・
中学校教諭、留守家庭児童会指導員、ファミリ－サポ－トセンタ
－、民生児童委員の研修会への参加。
要保護児童対策地域協議会、ケース会議を実施する。

子育て支援
年１２回
対象児：６０１　　受診者：５６９　　受診率：９４．７％

年１２回
対象児：５７３人　受診者：５４６人　受診率：９５．３％

子育て支援
年12回
対象児：６８１人　受診者：５９１人　受診率：８６．８％

年12回
対象児：６４９人　受診者：５５７人　受診率：８５．８％

民生児童委
員・主任児童
委員への活動
支援

○京田辺市民生児童委員協議会への活動費の助
成
（区域担当委員、主任児童委員への活動費の助
成）

Ｈ22～26

○民生児童委員・主任児童委員による相談
（再掲1-（2）-①、2-（3）-②）

児童福祉施設
等における相
談の実施

○保育所における相談事業
（再掲1-（2）-①、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○児童館における相談事業
（再掲1-（2）-①、2-（1）-③、2-（3）-②）

○家庭児童相談室での相談事業（来庁、電話、
メール）
（再掲1-（2）-①、2-（1）-③、2-（3）-②）

○地域子育て支援センター等での子育て相談事
業
（再掲1-（2）-①、2-（3）-②）

事業内容（細事業）

○相談体制の充実等
　・関係職員の研修、技能向上
　・相談対応に当たっての関係部署等との連携強
化等

○10か月児発達相談
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（3）-②）

○2歳児発達相談
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（3）-②）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

子育て支援
年12回
乳幼児　1,024人　妊婦０人

年１２回
乳幼児　１,０５３人　妊婦０人

子育て支援
実１３２人（のべ１６８人　）幼稚園１園　保育所２園　療育教室１回
巡回発達相談の実施　年１４回
年中児発達サポート事業　公立３保育所 104 人実施

実人１４２（のべ１６７人　）幼稚園1園
巡回発達相談の実施　年１４回
年中児発達サポート事業　公立３保育所 110 人実施

子育て支援 転入者342人中　315人回収（92.1％） 転入者304人中287人回収（94.4％）

学校教育
在園中の保護者に対しては、各幼稚園で随時行っている。
次年度入園予定児及びその保護者を対象に親子なかよし学級を
開設し、その中で子育てに関する相談に応じている。

在園中の保護者に対しては、各幼稚園で随時行っている。
次年度入園予定児及びその保護者を対象に親子なかよし学級を
開設し、その中で子育てに関する相談に応じている。

学校教育

○教育相談
・小学校（市事業）
　実施回数98回（11回×8校+10回×1校）、相談件数327件
・中学校（府事業）
　相談件数 延べ90件、相談人数 延べ582人

○教育相談
・小学校（市事業）
　実施回数101回（11回×7校+12回×2校）、相談件数431件
　相談人数（内訳）
　　保護者267人、児童104人、教師147人、その他11人、　計529人
・中学校（府事業）
　相談件数 延べ102件、相談人数 延べ630人

担当課

○乳幼児相談・赤ちゃんサロン
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（3）-②）

○発達相談指導員による発達相談
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（2）-②、2-（3）-
②）

○転入時アンケート
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（3）-②）

学校等におけ
る相談体制の
充実

○幼稚園での相談事業
（再掲1-（2）-①、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○小・中学校での教育相談
（再掲1-（2）-①、2-（1）-③、2-（3）-②）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

◎　展開する事業群(2-1-3) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （1） 心身を健やかに育む子育て環境の充実 担当課

基本施策分野 ③ 不登校等への対応の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

子育て支援
保護者からの相談件数　124件
発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。
日常の会話の中での相談についての件数は含んでいない。

保護者からの相談件数　88件
発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。
日常の会話の中での相談についての件数は含んでいない。

子育て支援

ケ－ス対応件数
　養護相談：児童虐待相談　139件
　　　　　　　：親の疾患・家庭環境の養護相談　95件
　保健・障がい・非行・育成等相談　28件
来庁面接相談回数：109回（延べ167人）
家庭訪問回数：10７回（延べ169人）
電話相談回数:89回（延べ428人）
メ－ル相談回数：12回（延べ18人）

ケ－ス対応件数
　養護相談：児童虐待相談　154件
　　　　　　　：親の疾患・家庭環境の養護相談　107件
　保健・障がい・非行・育成等相談　40件
来庁面接相談回数：183回（延べ290人）
家庭訪問回数：117回（延べ285人）
電話相談回数:351回（延べ604人）
メ－ル相談回数：22回（延べ5人）

学校教育

○教育相談
・小学校（市事業）
　実施回数98回（11回×8校+10回×1校）、相談件数327件
・中学校（府事業）
　相談件数 延べ90件、相談人数 延べ582人

○教育相談
・小学校（市事業）
　実施回数101回（11回×7校+12回×2校）、相談件数431件
　相談人数（内訳）
　　保護者267人、児童104人、教師147人、その他11人、　計529人
・中学校（府事業）
　相談件数 延べ102件、相談人数 延べ630人

☆
18

学校教育

小・中学校で教育相談を実施し、精神衛生面での支援や不登校
生徒・保護者への支援、学校に対するコンサルテーション機能を
果たしている。
・小学校（市事業）
　実施回数98回、相談件数327件
・中学校（府事業）
　相談件数 延べ90件、相談人数 延べ582人

小・中学校で教育相談を実施し、精神衛生面での支援や不登校生
徒・保護者への支援、学校に対するコンサルテーション機能を果た
している。
・小学校（市事業）
　実施回数101回、相談件数431件
　　保護者267人、児童104人、教師147人、その他11人、　計529人
・中学校（府事業）
　相談件数 延べ102件、相談人数 延べ630人

学校教育

○適応指導教室充実事業
精神的に不安定な通室生徒への適切な対応を図るため、精神病
理の専門家をスーパーバイザーとして招き、カンファレンスを実施
した。
年間開室日数202日、通室延人数339人

○適応指導教室充実事業
精神的に不安定な通室生徒への適切な対応を図るため、精神病
理の専門家をスーパーバイザーとして招き、カンファレンスを実施し
た。
年間開室日数203日、通室延人数432人

事業内容（細事業）

子どもへの相
談支援（カウン
セラー等専門
家の支援）
（☆）

○児童館における相談事業
（指導員と子どものふれあいの中での間接的な相
談、手助け）
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○家庭児童相談室での相談事業
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○小・中学校での教育相談
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○小・中学校でのカウンセラー等専門家による教
育相談（☆）
臨床心理士等専門家による学校復帰や進学等に
対する支援と保護者への相談体制の充実強化
（再掲2-（3）-②）

○適応指導教室（ポットラック）の充実
（再掲2-（1）-⑥、2-（3）-②）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

◎　展開する事業群(2-1-4) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （1） 心身を健やかに育む子育て環境の充実 担当課

基本施策分野 ④ 子どもの健全育成体制の充実 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

子育て支援 年間、延べ254人が受研した 年間、延べ272人が受研した

学校教育

初任者については、年１回の研究授業及び年1回の研修講座を
実施し、2校目研修として年1回実施した。また、2年目、3年目に
ついては、年1回の研究授業を実施し、指導力の向上に努めてい
る。
幼稚園の全教員を対象に年４回研修会と年３回公開保育研修を
実施し、資質、指導力の向上に努めた。

初任者については、年１回の研究授業及び年1回の研修講座を実
施し、2校目研修として年1回実施した。また、2年目、3年目につい
ては、年1回の研究授業を実施し、指導力の向上に努めている。
幼稚園の全教員を対象に年４回研修会と公開保育研修を実施し、
資質、指導力の向上に努めた。特に今年度は公開保育の持ち方を
工夫し、年齢別の公開保育の充実を図った。

学校教育
小学校1年生に学級運営支援員を配置した（田辺・草内・三山
木・薪・桃園小）。

府の１年生補助教員の配置のない学校にも、学級の状況に応じ、
学級運営支援員を５名配置した（草内・三山木・薪小）。

幼稚園、保育
所と小学校の
連携の推進

学校教育 Ｈ22～26

各小学校で次年度入学予定園児を運動会へ招待し交流を図っ
た。
「もうすぐ1年生」事業に全小学校で取り組み、交流給食や合同の
文化鑑賞会、栽培活動等を実施した。

幼小連携年間計画の作成とそれによる計画的な行事交流の実施
幼小接続プログラムの研究よ｢もうすぐ１年生｣事業の推進を図っ
た。

小・中学校の
連携強化

学校教育 Ｈ22～26
中学校ブロックによる合同研修　1回／学期
市教育研究会　1回／年

中学校ブロックによる合同研修　1回／学期
市教育研究会　１回／年

社会体育活動
に係る情報提
供

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
広報京たなべ、学びの情報誌（年4回）、
市、市教育委員会ホームページで情報提供を行った

広報京たなべ、学びの情報誌（年4回）、
市、市教育委員会ホームページで情報提供を行った

社会教育・ス
ポーツ推進

市民総合体育大会　18種　2,804人
市少年交流大会　600人　　　市マラソン大会　531人
市陸上競技大会　600人　　　水泳記録会　156人
市民駅伝競走大会　36チーム260人
市小学生ハンドボール大会　46チーム420人
市小学生ハンドボール交流大会　67チーム563人

市民総合体育大会　18種　2,626人
市少年交流大会　200人　　　市マラソン大会　1,291人
市陸上競技大会　663人　　　水泳記録会　146人
市民駅伝競走大会　39チーム228人
市小学生ハンドボール大会　42チーム389人
市小学生ハンドボール交流大会　64チーム539人

社会教育・ス
ポーツ推進

幼児水泳教室　351人　　小学生水泳教室　465人
障害児水泳教室　29人
親子体操教室　54組108人
少年スポーツ教室（中央教室・ハンドボール）　67人
少年スポーツ教室（ハンドボール）　246人

幼児水泳教室　346人　　小学生水泳教室　470人
障害児水泳教室　30人
親子体操教室　38組78人
少年スポーツ教室（中央教室・ハンドボール）　260人
少年スポーツ教室（ハンドボール）　1,180人

社会教育・ス
ポーツ推進

市生涯スポーツフェスティバル2013　3,000人
プール無料開放　こどもの日　146人

市生涯スポーツフェスティバル2014 台風のため中止
プール無料開放　こどもの日　259人

スポーツクラブ
等の育成

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
社会教育関係団体等事業補助金要項に従い補助金の支出
各種スポーツ教室開催の広報活動支援

社会教育関係団体等事業補助金要項に従い補助金の支出
各種スポーツ教室開催の広報活動支援

○スポーツクラブ等の育成
　・京たなべ・同志社スポーツクラブ（総合型
地域スポーツクラブ）の育成

○小・中学校の連携強化
　・小・中学校合同研修
（授業参観、授業の指導方法の研究等）

○広報紙・ホームページ等による情報提供

各種スポーツ
教室・大会等
の実施

○市民総合体育大会等
　・市民総合体育大会　　・市民マラソン大会等

Ｈ22～26

○スポーツ教室等
　・少年スポーツ教室 　　・各種水泳教室等の開催

○健康体力づくり
　・京田辺市生涯スポーツフェスティバル等

事業内容（細事業）

教育活動の充
実

○職員の資質の向上（保育士、幼稚園教諭、小・
中学校教職員）
　・各種研修会への参加
　・初任者研修等 Ｈ22～26

○指導体制の充実とそのための条件整備
　・個に応じたきめこまかな指導

○児童、保護者、教職員の交流の推進
　・運動会への招待
　・児童の交流
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

野外活動セン
ターの運営の
充実

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26

野外活動に親しむ日　150人
夕涼みのつどい　90人
野外活動の集い　450人
わくわく体験クラブ　延べ1,209人

野外活動に親しむ日　250人
夕涼みのつどい　120人
野外活動の集い　500人
わくわく体験クラブ　延べ1,047人

地域組織によ
るスポーツの
推進

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26

市内5地域（大住・田辺・草内・三山木・普賢寺）においてスポーツ
イベント等の開催
春季・秋季地域スポーツ大会　延べ3,379人
地域におけるスポーツリーダーの育成・研修会の開催　154人
水泳指導者研修会　32人

市内5地域（大住・田辺・草内・三山木・普賢寺）においてスポーツイ
ベント等の開催
春季・秋季地域スポーツ大会　延べ2,799人
地域におけるスポーツリーダーの育成・研修会の開催　128人
水泳指導者研修会　17人

運動公園施設
の設備の充実
等

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
田辺公園プールヒートポンプ及び屋外流水起流ポンプ制御盤の
更新を行った。

田辺公園プール温度調節計及び温度警報計の設置を行った。

青少年関係団
体の育成・支
援

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26

京田辺市青少年問題連絡協議会　７月６日キララフェスティバル
会場周辺において青少年健全育成啓発パトロール
夏休み中青少年の「生活環境調査」及び地域パトロール、12月
10日青少年生活環境ガイド・啓発チラシの配布
京田辺市ＰＴＡ連絡連絡協議会１０月２６日親睦スポーツ大会実
施

京田辺市青少年問題連絡協議会に補助金、７月キララフェスティバ
ル会場周辺にてパトロール、8･9月青少年の「生活環境調査」及び
地域パトロール実施、10月「生活環境ガイド」の作成・啓発チラシの
配布、2月「子育て講演会」の実施、市内９地域委員会との交流・情
報交換等、
京田辺市ＰＴＡ連絡協議会総会・役員会、１０月親睦スポーツ大会
実施等

担当課

○野外活動センター運営の充実
　・わくわく体験クラブ等
　・野外活動に親しむ日

○地域スポーツ大会開催等
　･地域リーダー研修会
　・スポーツリーダー研修会
　・水泳指導者研修会

○運動公園施設の設備の充実等

○各種団体の育成・支援
　・京田辺市子ども会
　・京田辺市青年団
　・京田辺市青少年問題連絡協議会
　・京田辺市ＰＴＡ連絡協議会　　　　　　　等
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

◎　展開する事業群(2-1-5) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （1） 心身を健やかに育む子育て環境の充実 担当課

基本施策分野 ⑤ 創造性を育む体験学習の充実 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

社会教育・ス
ポーツ推進

野外活動の集い　450人 野外活動の集い　500人

社会教育・ス
ポーツ推進

野外活動に親しむ日　150人 野外活動に親しむ日　250人

社会教育・ス
ポーツ推進

わくわく体験クラブ　延べ1,209人 わくわく体験クラブ　延べ1,047人

社会教育・ス
ポーツ推進

夕涼みのつどい　90人 夕涼みのつどい　120人

ふるさと体験学
習の推進

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
９地域委員会　合計65事業
参加者総数　約３４７３人　(参加人数不明の事業あり)

９地域委員会　合計66事業
参加者総数　約３４７３人　(参加人数不明の事業あり)

社会教育・ス
ポーツ推進

中央図書館　ヨーヨーつり　約３９３人
　　　　　　　　映画会　６５人
北部分室　　おはなし会・人形劇　１０４人
中部分室　　手作り紙芝居・絵巻物語芝居　１４３人

中央図書館　ヨーヨーつり　３３６人
　　　　　　　　映画会　１２０人
北部分室　　手づくり会　４９人
中部分室　　ミニシアター・人形劇・腹話術　９６人

社会教育・ス
ポーツ推進

中央図書館　６９回　１，１２４人
北部分室　６１回　７０８人
中部分室　２８回　２５７人

中央図書館　６７回　１，１０９人
北部分室　　 ５９回　６４４人
中部分室　　 ２８回　１９８人

社会教育・ス
ポーツ推進

視覚障害者向け郵送サービスの開始

図書資料の受入冊数　１６，２４５冊　点字資料作成　３６タイトル
子どもの本の講座　参加人数延べ８４人
障害がある人へのサービス宅配８０回　郵送サービス３回
対面朗読　４７回
児童書・絵本の読み聞かせ推奨のための「絵本の紹介コーナー」の
設置

○ふるさと体験学習
（小学校区単位で地域の人や学校関係者で体験
学習委員会を設置し、年間3～4回の体験活動の

図書館事業の
推進

○夏休み子どもフェスティバル
（手づくり会、人形劇、映画会等）

Ｈ22～26

○おはなし会
(再掲1-（1）-①)

○図書館活動の充実
（再掲2-（1）-①）

自然の中での
体験学習の充
実

○野外活動のつどい
（再掲3-（2）-①）

Ｈ22～26

○子どもの日（野外活動に親しむ日）無料開放
（再掲3-（2）-①）

○土曜わくわく体験教室
(再掲3-（2）-①)

○夕涼みのつどい
(再掲3-（2）-①)

事業内容（細事業）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

市民参画

・テュービンゲン大学同志社日本語センター生の小学校訪問
　春期：留学生１４名が薪小学校訪問　／　秋期：留学生１１名が
田辺小学校訪問
・ウィラル市との絵画交換、展示
　本市の幼稚園（８園）・小学校（８校）・中学校（３校）の合計２６６
名が参加、ウィラル市へ２６７点の作品を送付。ウィラル市の学校
（１５校）が参加、送付された２０２点の作品を、京田辺市コミュニ
ティホールで展示。

・テュービンゲン大学同志社日本語センター生の小学校訪問
　春期：留学生９名が田辺東小学校訪問　／　秋期：留学生８名が
桃園小学校訪問
・ウィラル市との絵画交換、展示
　本市の幼稚園（８園）・小学校（８校）・中学校（３校）の合計２３２名
が参加、ウィラル市へ２８４点の作品を送付。ウィラル市の学校（１４
校）が参加、送付された２０３点の作品を、京田辺市コミュニティホー
ルで展示。

市民参画

・国際交流員採用事業
　市ホームページ英語版の充実、国際交流員主催事業の開催
（保育のつどいへの参加など）、区・自治会や保育所等への派遣
事業

・国際交流員採用事業
　市ホームページ英語版の充実、国際交流員主催事業の開催（保
育のつどいへの参加など）、区・自治会や保育所等への派遣事業

市民参画
・京田辺市国際交流体験補助金の交付
　Aタイプ（ホームステイ受入れなど）　２４件
　Bタイプ（海外留学など）　２３件

・京田辺市国際交流体験補助金の交付
　Aタイプ（ホームステイ受入れなど）　２８件
　Bタイプ（海外留学など）　２８件

担当課
◎　展開する事業群(2-1-6) 担当課

担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （1） 心身を健やかに育む子育て環境の充実 担当課

基本施策分野 ⑥ 子どもの居場所づくりの推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

児童館事業の
推進

子育て支援 Ｈ22～26 延べ利用者数　15,082人 延べ利用者数　9409人

豊かな人間性
を育む教育の
推進

学校教育 Ｈ22～26

○適応指導教室充実事業
精神的に不安定な通室生徒への適切な対応を図るため、精神病
理の専門家をスーパーバイザーとして招き、カンファレンスを実施
した。
年間開室日数202日、通室延人数339人

○適応指導教室充実事業
精神的に不安定な通室生徒への適切な対応を図るため、精神病
理の専門家をスーパーバイザーとして招き、カンファレンスを実施し
た。
年間開室日数203日、通室延人数432人

子どもの居場
所づくりの推進

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26 新規２地域開設。４２区・自治会のうち１４箇所で継続実施。 新規２地域開設。４２区・自治会のうち１５箇所で継続実施。

☆
14

放課後子ども
プランの充実
（☆）

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
年間実施日数　８３日
野外活動センタ-と市内全９小学校で実施
子どもの参加延べ人数3,687人

年間実施日数１０５日
野外活動センタ-と市内全９小学校で実施
子どもの参加延べ人数4,528人

担当課

○なかよしクラブ（各児童館：小・中・高校生対象）

○適応指導教室（ポットラック）の充実
（再掲2-（1）-③、2-（3）-②）

○子どもの居場所づくりの推進
（再掲3-（1）-①）

○放課後子どもプラン（☆）
（再掲1-（3）-②）

国際交流の推
進

○海外都市等との友好交流
（海外の子どもや留学生などとの交流）

Ｈ22～26

○多文化交流の機会づくり・情報提供

○国際交流体験の支援（ホームステイ受入れや海
外での交流体験などを支援する）

事業内容（細事業）

9 ページ



   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

◎　展開する事業群(2-1-7) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （1） 心身を健やかに育む子育て環境の充実 担当課

基本施策分野 ⑦ 子育てに伴う経済的支援 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

子育て支援 申請者３５名 申請者32名

社会福祉
公立以外の高校に進学する生活保護受給世帯について、府の
奨学金が利用できるよう支援を行った。

公立以外の高校に進学する生活保護受給世帯について、府の奨
学金が利用できるよう支援を行った。

★４ 子育て支援 平成24年4月分から児童手当に変更 平成24年4月分から児童手当に変更

子育て支援
支給児童　延べ117,002人　支給総額　1,239,045,000円
児童数　9,649人　受給者数　5,927人

支給児童　延べ117,411人　支給総額　1,242,435,000円
児童数　9,686人　受給者数　5,952人

☆
19

子育て支援
支給実人員：４２９名（内　父子３０名）
総支給額：１９７，９６６，５７０円

支給実人員：435名（内　父子34名）
総支給額：199,071,700円

子育て支援 申請者５１５名 申請者545名

子育て支援 申請者２名 申請者2名

子育て支援
支給実人員５０１名
総支給額１３，２７８，６００円

支給実人員482名
総支給額12,775,800円

子育て支援 受給者数：123名 受給者数：137名

子育て支援
支給実人員：154名
総支給額：4,550,400円

支給実人員：167名
総支給額：4,831,200円

☆
４

子育て支援医
療費の助成
（☆）

子育て支援 Ｈ22～26
入院：665件　27,512千円
入院外：108,913件　185,893千円

入院：572件　25,706千円
入院外：116,793件　207,334千円

○子どもの医療費の助成（☆）
（再掲1-（1）-⑤）

Ｈ22～26

○子ども手当（★）

○児童手当

○児童扶養手当（☆）
（再掲2-（2）-③）

○母子家庭奨学金
（府制度：広報、申請書配布、進達事務）
（再掲2-（2）-③）

○交通遺児奨学金
（府制度：広報、申請書配布）
（再掲2-（2）-③）

○市特別児童福祉手当
（再掲2-（2）-③）

○特別児童扶養手当
（国制度、府による認定・支給事務：市は進達事
務）
（再掲2-（2）-②）
○市心身障害児童特別手当
（再掲2-（2）-②）

事業内容（細事業）

各種手当の支
給 に よ る 支 援
（★）

○高等学校奨学金（府制度）
　・奨学金により支援を行う
（生活保護・ひとり親・市民税非課税世帯）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

Ｈ22～26
不妊治療保険適応分（市助成分）　のべ 205人
特定不妊治療　(京都府助成分）　　のべ 49

不妊治療保険適応分（市助成分）　のべ 202人
特定不妊治療　(京都府助成分）　　のべ 45人

＊ H26 －
男性不妊治療：0名
不育症：0名

子育て支援 対象７３人に保育料の減免 対象68人に保育料の減免

学校教育

京田辺市在住の私立幼稚園児の保護者４０５人に対して保育料
の減免事業を行った私立幼稚園２２園に補助を実施した。実績４
０，３６０，８００円。
市立幼稚園在園保護者延べ２４人に対して５２７，８００円の減免
措置を実施した。

京田辺市在住の私立幼稚園児の保護者５００人に対して保育料の
減免事業を行った私立幼稚園２６園に補助を実施した。実績６５，２
７３，３００円。
市立幼稚園在園保護者延べ３０人に対して１，１６９，８００円の減免
措置を実施した。

学校教育

市立小学校児童５２５人及び中学校生徒４４１人の保護者に対し
て修学旅行の補助を行った。実績額　小学校３，６７５千円、中学
校６，６１５千円。小学校・中学校保護者が負担する学級費を負担
（学級消耗品費）。小学校４，６７７千円、中学校１，９７０千円を各
学校に配分した。
・就学援助費　小学校７１１人　４２，２８７千円、中学校３８０人　２
０，６２２千円。
・特別支援教育就学奨励金　小学校１４人　４７２千円、中学校１２
人　４３９千円。

市立小学校児童６００人及び中学校生徒４４０人の保護者に対して
修学旅行の補助を行った。実績額　小学校４，１９３千円、中学校
６，６００千円。
小学校・中学校保護者が負担する学級費を負担（学級消耗品費）。
小学校４，６７７千円、中学校１，９７０千円を各学校に配分した。
・就学援助費　小学校６６５人　４１，０７７千円、中学校３８７人　２１，
８２５千円。
・特別支援教育就学奨励金　小学校１７人　５４３千円、中学校１１
人　２４９千円。

社会教育・ス
ポーツ推進

生活保護世帯の負担金を全額免除 生活保護世帯の負担金を全額免除

担当課

○不妊治療費助成事業
（再掲1-（1）-①）

保育・教育費
用の負担軽減

○保育所保育料の軽減
（生活保護・ひとり親世帯等）

Ｈ22～26

○幼稚園就園奨励事業
　・私立幼稚園就園奨励費補助金
　・市立幼稚園保育料減免

○各種援助・補助金による保護者負担の軽減
　・修学旅行費
　・就学援助費
　・特別支援教育就学奨励費
（再掲2-（2）-②）

○留守家庭児童会負担金の減免

不妊治療費助
成 ○不妊治療費助成事業

（再掲1-（1）-①）

子育て支援
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

◎　展開する事業群(2-2-1) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （2） 子どもの人権擁護の推進 担当課

基本施策分野 ① 子どもの権利に関する啓発 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

人権啓発
推進

該当のテーマでは未実施(毎回、様々な人権問題を取り上げるた
め）

該当のテーマでは未実施(毎回、様々な人権問題を取り上げるた
め）

人権啓発
推進

該当のテーマでは未実施(毎回、様々な人権問題を取り上げるた
め）

該当のテーマでは未実施(毎回、様々な人権問題を取り上げるた
め）

人権啓発
推進

該当のテーマでは未実施(毎回、様々な人権問題を取り上げるた
め）

該当のテーマでは未実施(毎回、様々な人権問題を取り上げるた
め）

人権啓発
推進

該当のテーマでは未実施(毎回、様々な人権問題を取り上げるた
め）

該当のテーマでは未実施(毎回、様々な人権問題を取り上げるた
め）

子育て支援
4月25日～5月24日に週間を設置し、各種事業に述べ1,699人参
加

4月25日～5月24日に週間を設置し、各種事業に述べ2,338人参加

子育て支援 障がいのある児童の受け入れ 障がいのある児童の受け入れ

人権教育の充
実

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26

人権教育研究会　8月20日　参加者３００名
人権教育指導者研修会（市民大学公開講座）　８月２３日　参加
者６１名
京田辺市ハートフルフェスタ　１２月７日　参加者７０人
人権に係る作品展示　２９４点
子どもの人権に関する映画鑑賞　３月２５日　参加者６９名

市人権教育研究会　8月19日　参加者３００名（保幼小中の教職員）
京田辺市ハートフルフェスタ　１２月６日　講演会：参加者１９０名
人権に係る作品展示　３８６点
「子育て講演会」への後援　　講演会参加者：220名

担当課

子どもの権利、
児童福祉の理
念の周知

○「児童福祉週間」の実施

Ｈ22～26
○通常保育での充実
（価値観の違いを認める意識の醸成）

○研修会
　・ハートフルフェスタ、幼児、小・中学生の作品展
示等
　・人権に係る学習会

事業内容（細事業）

人権意識の高
揚

○人権問題研修会

Ｈ22～26

○わくわくワークショップ

○広報紙、啓発冊子等による啓発

○ヒューマン映画上映会
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

◎　展開する事業群(2-2-2) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （2） 子どもの人権擁護の推進 担当課

基本施策分野 ② 障がい児施策等の充実 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

障害福祉

居宅介護：利用者11名・利用時間　8422時間
行動援護：利用者9名・利用時間　2940時間
短期入所：利用者　62名・利用時間 4823時間
補装具：購入　29件・修理 16件
日常生活用具： 77件

居宅介護：利用者10名・利用時間　5911時間
行動援護：利用者6名・利用時間　2253時間
短期入所：利用者　28名・利用時間762時間
補装具：購入　27件・修理 　28件
日常生活用具： 84件

障害福祉

相談支援事業（利用延べ件数12,237件。児童延べ利用人数   83
人）
移動支援事業：利用者72名・利用時間12,039.5時間
日中一時支援事業：利用者53名（実人数）・利用時間6,329時間

相談支援事業（利用延べ件数11,664件。児童延べ利用人数  70
人）
移動支援事業：利用者70名・利用時間9,474時間
日中一時支援事業：利用者54名（実人数）・利用時間6,427時間

＊ 障害福祉 H26 － 補聴器：購入2件、修理1件

自立支援医療
給付事業の推
進

障害福祉 Ｈ22～26 自立支援医療（精神通院）受給者  ３９名 自立支援医療（精神通院）受給者  ４０名

障害福祉
在宅の重度障害児・者の負担軽減を図るため、福祉手当の給付
を行った。49人（児童）に支給。

在宅の重度障害児・者の負担軽減を図るため、福祉手当の給付を
行った。54人（児童）に支給。

学校教育

市立小学校児童５２５人及び中学校生徒４４１人の保護者に対し
て修学旅行の補助を行った。実績額　小学校３，６７５千円、中学
校６，６１５千円。小学校・中学校保護者が負担する学級費を負担
（学級消耗品費）。小学校４，６７７千円、中学校１，９７０千円を各
学校に配分した。
・就学援助費　小学校７１１人　４２，２８７千円、中学校３８０人　２
０，６２２千円。
・特別支援教育就学奨励金　小学校１４人　４７２千円、中学校１２
人　４３９千円。

・特別支援就学奨励費　小学校　１７人　５４３千円、中学校　１１人
２４９千円

子育て支援 受給者数：123名 受給者数：137名

子育て支援
支給実人員：154名
総支給額：4,550,400円

支給実人員：167名
総支給額：4,831,200円

京田辺市障害
福祉計画

○子どもの聞こえ支援事業

○各種障がい福祉サービスの給付
　・訪問系サービス
　・日中活動系サービス
　・居住系サービス
　・補装具費支給事業
　・日常生活用具給付事業 Ｈ22～26

○地域生活支援事業
　・相談支援事業
　・移動支援事業
　・日中一時支援事業

○自立支援医療給付事業の推進
（再掲1-（1）-⑤）

各種手当等の
支給による支
援

○特別障害者手当

Ｈ22～26

○各種援助・補助金による保護者負担の軽減
　・特別支援教育就学奨励費
（再掲2-（1）-⑦）

○特別児童扶養手当
（再掲2-（1）-⑦）

○市心身障害児童特別手当
（再掲2-（1）-⑦）

事業内容（細事業）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

発達相談指導
員による発達
相談

子育て支援 Ｈ22～26
実１３２人（のべ１６８人　）幼稚園１園　保育所２園　療育教室１回

実１４２人（のべ１６７人　）幼稚園１園

子育て支援 ３５人 ５１人

子育て支援 ２４件（のべ３１回） ２件（のべ３回）

子育て支援 年間116人が利用した（実人数） 年間169人が利用した（実人数）

障害福祉
学校の夏休み期間を利用して行われる社会福祉協議会の事業
に対し支援等を行った。(H25.7～H25.8のうち10日実施。）

学校の夏休み期間を利用して行われる京田辺サマースクール実行
委員会の事業に対し支援等を行った。（H26.7～H26.8のうち11日
実施。）

学校教育
保・幼・小・中学校と特別支援学校及び関係機関との連携を密に
し、障害のある幼児、児童及び生徒の発達状況等を的確に把握
し、個に応じた適切な就・修学指導と進路指導の充実に努めた。

保・幼・小・中学校と特別支援学校及び関係機関との連携を密に
し、障害のある幼児、児童及び生徒の発達状況等を的確に把握
し、個に応じた適切な就・修学指導と進路指導の充実に努めた。

学校教育

京田辺市特別支援担当者会議を年２回開催し、研修及び情報交
換をした。また市独自の巡回相談員を任命し、要望のある幼・小・
中学校へ相談のための巡回をした。１７年度から保・幼・小・中の
連携をしている。補助金額７６千円

京田辺市特別支援担当者会議を年２回開催し、研修及び情報交
換をした。また市独自の巡回相談員を任命し、要望のある幼・小・
中学校へ相談のための巡回をした。１７年度から保・幼・小・中の連
携をしている。補助金額１２９千円

学校施設のバ
リアフリー化

学校環境整
備

Ｈ22～26
田辺中学校管理棟大規模改修工事及び耐震改修工事を行った
（既設分）

-

留守家庭児童
会の充実

社会教育・ス
ポーツ推進

Ｈ22～26
８児童会・１６学級を開設・受入学年１年生から４年生まで受入人
数558人。障がいのある児童を含め希望者全員受入。
夏休み期間受け入れ学年を５・６年生に拡大（大住・田辺東）

８児童会・２２学級を開設、４月１日時点の入会児童数５９０人
障がいのある児童全員を受入
入会児童の対象学年を小学校全学年に拡大

担当課

○学校施設のバリアフリー化
（小・中学校への障がいのある児童の受け入れに
当たり、施設のバリアフリー化を図る）

○留守家庭児童会での障がいのある児童の受入
れ

○発達相談指導員による発達相談
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（1）-②、2-（3）-
②）

障がい児保育・
教育等の推進

○障がい児保育の実施
（保育所での保育に欠ける障がいのある児童の受
入れ）

Ｈ22～26

○障がいのある児童の訪問
（再掲1-（1）-①）

○児童デイサービス事業

○サマースクール事業への支援

○就学指導委員会活動の充実

○特別支援教育の推進

14 ページ
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◎　展開する事業群(2-2-3) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （2） 子どもの人権擁護の推進 担当課

基本施策分野 ③ ひとり親家庭への支援 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

民生児童委
員・主任児童
委員への活動
支援

社会福祉 Ｈ22～26
円滑な民生委員・児童委員の活動ができるよう活動費の助成をし
た。

円滑な民生委員・児童委員の活動ができるよう活動費の助成をし
た。

母子家庭医療
費助成事業

国保医療 Ｈ22～26
平成２５年度給付実績　　　　　１２，９６３件
　　　　　　　　　　　　　　　　  　３９，４２０千円
※平成２５年８月１日から、父子家庭も対象となりました。

平成26年度給付実績　　　　　14,564件
　　　　　　　　　　　　　　　　  　44,309千円

子育て支援 自立支援員未設置 自立支援員未設置

子育て支援 府制度周知 府制度周知

子育て支援 １世帯入居 1世帯入居

☆
19

子育て支援
支給実人員：４２９名（内　父子３０名）
総支給額：１９７，９６６，５７０円

支給実人員：435名（内　父子34名）
総支給額：199,071,700円

子育て支援
支給実人員５０１名
総支給額１３，２７８，６００円

支給実人員：482名
総支給額：12,775,800円

子育て支援 申請者５１５名 申請者545名

子育て支援 申請者2名 申請者2名

子育て支援
新入学児童を祝い励ます会に参加者8世帯。
ひとり親家庭新入学児童28名にランリュックを贈呈

新入学児童を祝い励ます会に参加者12世帯。
ひとり親家庭新入学児童28名にランリュックを贈呈

子育て支援
会員数　約９０人　補助金の支給73、000円
各催しでの社会福祉協議会・民生委員協議会との連携で支援を
行った。

会員数　約９０人　補助金の支給73、000円
各催しでの社会福祉協議会・民生委員協議会との連携で支援を
行った。

子育て支援 受給者8名 受給者8名

子育て支援 受給者１名 受給者1名

ひとり親家庭の
交流促進

○ひとり親家庭新入学児童を祝い励ます会の開催

Ｈ22～26
○京田辺母子会活動の支援
　・母子家庭交流事業支援等

職業技能訓練
給付事業

○高等技能訓練促進給付事業

Ｈ22～26

○自立支援教育訓練給付事業

Ｈ22～26○母子家庭日常生活支援事業（府制度）

○母子世帯府営住宅優先入居（府制度）

各種手当の支
給による支援
（☆）

○児童扶養手当（☆）
（再掲2-（1）-⑦）

Ｈ22～26

○市特別児童福祉手当
（再掲2-（1）-⑦）

○母子家庭奨学金
（再掲2-（1）-⑦）

○交通遺児奨学金
（再掲2-（1）-⑦）

事業内容（細事業）

○京田辺市民生児童委員協議会への活動費の助
成
（再掲2-（1）-②）

○母子家庭医療費助成事業
（再掲1-（1）-⑤）

ひとり親家庭の
日常生活支援

○母子自立支援員等によるひとり親家庭への相談
支援
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

ファミリー・サ
ポート・セン
ター事業

子育て支援 Ｈ22～26 希望者は全員利用できている。 希望者は全員利用できている。

市民参画

・専門相談　毎月第１・３木曜日２３回４８件相談
・出張相談　年５回、１０件相談
・一般相談　毎週月～金曜日　８６件相談
・法律相談　毎月第４水曜日１２回　２９件相談
・再就職・チャレンジ相談及び母子家庭等自立支援相談　２回
（１０件相談）

・専門相談　毎月第１・３木曜日　23回、49件相談
・出張相談　年5回、3件相談
・一般相談　毎週月～金曜日　105件相談
・法律相談　毎月第４水曜日　12回、25件相談
・再就職・チャレンジ相談及び母子家庭等自立支援相談　2回、12
件相談

市民参画 なし なし

担当課
◎　展開する事業群(2-2-4) 担当課

担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 （2） 子どもの人権擁護の推進 担当課

基本施策分野 ④ 外国人家庭や帰国子女への支援 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

市民参画
・京田辺市生活ガイドブック（英語版・韓国語版・中国語版）を作
成し、市役所、同志社大学多々羅キャンパス京田辺まちの情報
コーナー等に配架、ホームページに掲載

・京田辺市生活ガイドブック（英語版・韓国語版・中国語版）を、市
役所、同志社大学多々羅キャンパス京田辺まちの情報コーナー等
に配架、ホームページに掲載

子育て支援 発行：英語３冊 発行：０冊

担当課

世界に開かれ
たまちづくりの
推進

○サポート体制の充実
（市内在住外国人等への情報提供等）

Ｈ22～26

○外国語母子健康手帳の交付
（再掲1-（2）-②）

○ファミリー・サポート・センターにおける優先利用

女性相談・男
性相談

○女性の相談室
（再掲1-（3）-③、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○男性相談
（再掲1-（3）-③、2-（3）-②）

事業内容（細事業）
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◎　展開する事業群(2-3-1) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 (3) 子どもの虐待防止対策の推進 担当課

基本施策分野 1 虐待防止のネットワークの推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

子育て支援 年間２回開催 年間２回開催

子育て支援 実務者会議　５回 実務者会議　５回

子育て支援 個別ケ－ス検討会議　のべ４６回 個別ケ－ス検討会議　のべ６８回

子育て支援

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを街頭啓発・産業祭・歯のひろば・民生児童
委員活動にて配布　庁舎２，４７０枚
こどもSOSカードをリニュ－アル　学校入り口に設置　６００枚、小学３年生
～中学3年生に配布　４，５３０枚、子どもにかかわる関係機関に設置１，２
００枚、随時
児童虐待対応マニュアル配布　随時

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを街頭啓発・産業祭・歯のひろば・民生児童委
員活動にて配布
子育て相談案内カードデザイン募集、作成、配布（随時）設置（７１か所）　Ｓ
ＯＳカード学校入り口に設置　、小学３年生に配布　７４５枚、随時
児童虐待対応マニュアル配布　随時

子育て支援
家庭児童相談室専用メ－ル開設
メ－ル相談回数：12回（延べ18人）

家庭児童相談室専用メ－ル開設
メ－ル相談回数：22回（延べ5人）

子育て支援

要保護児童対策地域協議会（代表者会議　年2回、実務者会議
年5回）、ケース会議も随時開催する。
保育所・幼稚園・小中学校との定期的な情報提供の実施（要保
護児童・要支援児童・特定妊婦）。

要保護児童対策地域協議会（代表者会議　年2回、実務者会議年
5回）、ケース会議も随時開催する。
保育所・幼稚園・小中学校との定期的な情報提供の実施（要保護
児童・要支援児童・特定妊婦）。

子育て支援
児相関与ケース４３人
援助依頼　１７人　　送致　１人　　一時保護　６人
施設入所　２人

児相関与ケース４６人
援助依頼　１５人　　送致　１人　　一時保護　９人
施設入所　２人

子育て支援 警察からのケース連絡　１件 警察からのケース連絡　４件

担当課

虐待通告の対
応体制の強化

○市民よりの通告の対応体制の強化

Ｈ22～26

○関係機関よりの通告の対応体制の強化

他機関との連
携による見守り
体制強化

○他機関との連携による見守り体制の強化

Ｈ22～26

○児童相談所への援助依頼・送致

○警察との連携による緊急対応

事業内容（細事業）

要保護児童対
策地域協議会
の機能強化

○代表者会議の充実

Ｈ22～26

○実務者会議の充実

○個別ケース検討会議の充実
（情報交換、支援内容の協議等）
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◎　展開する事業群(2-3-2) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 (3) 子どもの虐待防止対策の推進 担当課

基本施策分野 ② 相談事業の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

子育て支援
年２４回
対象児：５８０人　受診者：５６５人　受診率：９７．４％

年２４回
対象児：５７０人　受診者：５６６人　受診率：９９．３％

子育て支援
年１２回
対象児：659人　受診者：619人　受診率：93.9％

年１２回
対象児：６５７人　受診者：６０４人　受診率：９１．９％

子育て支援
年１２回
対象児：654人　受診者：574人　受診率：87．8％

年１２回
対象児：７１１人　受診者：６１９人　受診率：８７．１％

子育て支援
年１２回
対象児：６０１　　受診者：５６９　　受診率：９４．７％

年１２回
対象児：５７３人　受診者：５４６人　受診率：９５．３％

子育て支援
年12回
対象児：６８１人　受診者：５９１人　受診率：８６．８％

年12回
対象児：６４９人　受診者：５５７人　受診率：８５．８％

子育て支援
年12回
乳幼児　1,024人　妊婦０人

年１２回
乳幼児　１,０５３人　妊婦０人

子育て支援
実１３２人（のべ１６８人　）幼稚園１園　保育所２園　療育教室１回
巡回発達相談の実施　年１４回
年中児発達サポート事業　公立３保育所 104 人実施

実１４２人（のべ１６７人　）幼稚園1園
巡回発達相談の実施　年１４回
年中児発達サポート事業　公立３保育所 110 人実施

子育て支援 転入者342人中　315人回収（92.1％） 転入者304人中287人回収（94.4％）

家庭児童相談
室での相談

子育て支援 Ｈ22～26

ケ－ス対応件数
　養護相談：児童虐待相談　139件
　　　　　　　：親の疾患・家庭環境の養護相談　95件
　保健・障がい・非行・育成等相談　28件
来庁面接相談回数：109回（延べ167人）
家庭訪問回数：10７回（延べ169人）
電話相談回数:89回（延べ428人）
メ－ル相談回数：12回（延べ18人）

ケ－ス対応件数
　養護相談：児童虐待相談　154件
　　　　　　　：親の疾患・家庭環境の養護相談　107件
　保健・障がい・非行・育成等相談　40件
来庁面接相談回数：183回（延べ290人）
家庭訪問回数：117回（延べ285人）
電話相談回数:351回（延べ604人）
メ－ル相談回数：22回（延べ5人）

地域子育て支
援センター等
での相談

子育て支援 Ｈ22～26
支援センター等での子育て相談　電話６５　来所３０５　事業内実
施時３２３

支援センター等での子育て相談　電話６０　来所７　事業内実施時
４３１

保育所におけ
る相談事業

子育て支援 Ｈ22～26 年間860人から相談を受けた 年間793人から相談を受けた

○家庭児童相談室での相談事業
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（1）-③）

○地域子育て支援センター等での子育て相談事
業
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②）

○保育所における相談事業　（再掲1-（2）-①、2-
（1）-②）

各種発達相談
における相談

○10か月児発達相談
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（1）-②）

Ｈ22～26

○2歳児発達相談
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（1）-②）

○乳幼児相談・赤ちゃんサロン
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（1）-②）

○発達相談指導員による発達相談
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（1）-②、2-（2）-
②）

○転入時アンケート
（再掲1-（1）-①、1-（2）-①、2-（1）-②）

事業内容（細事業）

各種健診にお
ける相談

○3か月児健康診査
（再掲1-（1）-①）

Ｈ22～26
○1歳6か月児健康診査
（再掲1-（1）-①）

○3歳6か月児健康診査
（再掲1-（1）-①）
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児童館におけ
る相談事業

子育て支援 Ｈ22～26
保護者からの相談件数　124件
発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。

保護者からの相談件数　88件
発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。

幼稚園での相
談事業

学校教育 Ｈ22～26
在園中の保護者に対しては、各幼稚園で随時行っている。
次年度入園予定児及びその保護者を対象に親子なかよし学級を
開設し、その中で子育てに関する相談に応じている。

在園中の保護者に対しては、各幼稚園で随時行っている。
次年度入園予定児及びその保護者を対象に親子なかよし学級を
開設し、その中で子育てに関する相談に応じている。

学校教育

○教育相談
・小学校（市事業）
　実施回数98回（11回×8校+10回×1校）、相談件数327件
・中学校（府事業）
　相談件数 延べ90件、相談人数 延べ582人

○教育相談
・小学校（市事業）
　実施回数101回（11回×7校+12回×2校）、相談件数431件
　相談人数（内訳）
　　保護者267人、児童104人、教師147人、その他11人、　計529人
・中学校（府事業）
　相談件数 延べ102件、相談人数 延べ630人

☆
18

学校教育

小・中学校で教育相談を実施し、精神衛生面での支援や不登校
生徒・保護者への支援、学校に対するコンサルテーション機能を
果たしている。
・小学校（市事業）
　実施回数98回、相談件数327件
・中学校（府事業）
　相談件数 延べ90件、相談人数 延べ582人

小・中学校で教育相談を実施し、精神衛生面での支援や不登校生
徒・保護者への支援、学校に対するコンサルテーション機能を果た
している。
・小学校（市事業）
　実施回数101回、相談件数431件
　　保護者267人、児童104人、教師147人、その他11人、　計529人
・中学校（府事業）
　相談件数 延べ102件、相談人数 延べ630人

学校教育

○適応指導教室充実事業
精神的に不安定な通室生徒への適切な対応を図るため、精神病
理の専門家をスーパーバイザーとして招き、カンファレンスを実施
した。
年間開室日数202日、通室延人数339人

○適応指導教室充実事業
精神的に不安定な通室生徒への適切な対応を図るため、精神病
理の専門家をスーパーバイザーとして招き、カンファレンスを実施し
た。
年間開室日数203日、通室延人数432人

民生児童委
員・主任児童
委員による相
談

社会福祉 Ｈ22～26

地域の中で相談援助活動を行っている民生委員・児童委
員に対して、円滑な活動が実施できるよう、研修等による
支援を行った。

地域の中で相談援助活動を行っている民生委員・児童委員
に対して、円滑な活動が実施できるよう、研修等による支援
を行った。

市民参画

・専門相談　毎月第１・３木曜日２３回４８件相談
・出張相談　年５回、１０件相談
・一般相談　毎週月～金曜日　８６件相談
・法律相談　毎月第４水曜日１２回　２９件相談
・再就職・チャレンジ相談及び母子家庭等自立支援相談　２回
（１０件相談）

・専門相談　毎月第１・３木曜日　23回、49件相談
・出張相談　年5回、3件相談
・一般相談　毎週月～金曜日　105件相談
・法律相談　毎月第４水曜日　12回、25件相談
・再就職・チャレンジ相談及び母子家庭等自立支援相談　2回、12
件相談

市民参画 なし なし

○女性の相談室
（再掲1-（3）-③、2-（2）-③）

○適応指導教室（ポットラック）の充実
（再掲2-（1）-③、2-（1）-⑥）

○民生児童委員・主任児童委員による相談
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②）

Ｈ22～26○小・中学校でのカウンセラ－等専門家による教
育相談（☆）
（再掲2-（1）-③）

女性相談・男
性相談

Ｈ22～26

○男性相談
（再掲1-（3）-③、2-（2）-③）

○児童館における相談事業
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2-（1）-③）

○幼稚園での相談事業　　　（再掲1-（2）-①、2-
（1）-②）

学校における
相談（☆）

○小・中学校での教育相談
（再掲1-（2）-①、2-（1）-②、2－(１)－③）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

◎　展開する事業群(2-3-3) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 (3) 子どもの虐待防止対策の推進 担当課

基本施策分野 ③ 訪問事業の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

子育て支援 Ｈ22～26 対象児：５６５人　受診者：５２０人(里帰り含む）　受診率：９２．０％ 対象児：５５８人　受診者：５２６人(里帰り含む）　受診率：９４.３％

＊ 子育て支援 H26 － チェックリストからの相談：0件

子育て支援 ９５件（実訪問件数） 　　８５件（実訪問件数）

子育て支援

年中児発達サポート事業(育なびサポート事業）として、公立保育
所にて実施121人、巡回支援１４回、その他適宜保健師が巡回し
ている。
健診後経観察のために、民間保育園６回、公立幼稚園１０回、私
立幼稚園３回、市外幼稚園３回訪問している。

年中児発達サポート事業(育なびサポート事業）として、公立保育所
にて実施1１０人、巡回支援１４回、その他適宜保健師が巡回してい
る。
健診後経観察のために、民間保育園６回、公立幼稚園１１回、私立
幼稚園２回、市外幼稚園３回訪問している。

子育て支援 ４人３世帯（うち特定妊婦2世帯） ８人３世帯（うち特定妊婦３世帯）

子育て支援 要保護児童家庭等への家庭訪問回数：107回（延べ169人） 要保護児童家庭等への家庭訪問回数：１１７回（延べ２８５人）

子育て支援 1件 ０件

☆
20

ヘルパーによ
る訪問（☆）

子育て支援 Ｈ22～26 産後ホームヘルパー派遣　５人（のべ　１１１人） 実人数　８人　のべ派遣時間　１２１．５時間

担当課

事業内容（細事業）

家庭相談員に
よる訪問

保健師等によ
る訪問

○こんにちは赤ちゃん事業
（再掲1-（1）-①）

○養育支援訪問事業
（再掲1-（1）-①）

○妊婦への訪問

Ｈ22～26○要保護児童家庭への訪問

○施設退所後のフォロー訪問

○幼稚園、保育所への訪問

○ヘルパーによる訪問（☆）
　・家事援助訪問
　・育児援助訪問

○耳の聞こえチェックリストの配布
（再掲2-（3）-③）

Ｈ22～26
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

◎　展開する事業群(2-3-4) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 (3) 子どもの虐待防止対策の推進 担当課

基本施策分野 ④ 意識啓発の推進 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

子育て支援 子どもの権利条約について掲載 子どもの権利条約について掲載

☆
５

子育て支援

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを街頭啓発・産業祭・歯のひろば・民生児童
委員活動にて配布　庁舎２，４７０枚
こどもSOSカードをリニュ－アル　学校入り口に設置　６００枚、小学３年生
～中学3年生に配布　４，５３０枚、子どもにかかわる関係機関に設置１，２
００枚、随時
児童虐待対応マニュアル配布　随時
関連事業HPに掲載
広報京たなべシリ－ズ連載（８・１０・１１・１２月号）

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを街頭啓発・産業祭・歯のひろば・民生児童委
員活動にて配布
子育て相談案内カードデザイン募集、作成、配布（随時）設置（７１か所）　Ｓ
ＯＳカード学校入り口に設置　、小学３年生に配布　７４５枚、随時
児童虐待対応マニュアル配布　随時
関連事業HPに掲載
広報京たなべ子どもの虐待防止月間の取り組みについて掲載

子育て関係者
等に対する啓
発

子育て支援 Ｈ22～26

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを街頭啓発・産業祭・歯のひろば・民生児童
委員活動にて配布　庁舎２，４７０枚
こどもSOSカードをリニュ－アル　学校入り口に設置　６００枚、小学３年生
～中学3年生に配布　４，５３０枚、子どもにかかわる関係機関に設置１，２
００枚、随時
児童虐待対応マニュアル配布　随時

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを街頭啓発・産業祭・歯のひろば・民生児童委
員活動にて配布
子育て相談案内カードデザイン募集、作成、配布（随時）設置（７１か所）　Ｓ
ＯＳカード学校入り口に設置　、小学３年生に配布　７４５枚、随時
児童虐待対応マニュアル配布　随時

担当課

事業内容（細事業）

市民に対する
広報・啓発
（☆）

○ホームページの充実
（再掲1-（2）-①、1-（2）-②）

Ｈ22～26
○パンフレットの配布（☆）
（再掲1-（2）-①、1-（2）-②）

○子育て関係者に対するパンフレット等の配布
（再掲1-（2）-①、1-（2）-②）
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   京田辺市次世代育成支援行動計画（後期）実績報告（平成２６年度）

◎　展開する事業群(2-3-5) 担当課
担当課

基本目標 2
子どもが笑顔にあふれ、健やかに育つ環
境づくり 担当課

施策目標 (3) 子どもの虐待防止対策の推進 担当課

基本施策分野 ⑤ 虐待防止のための体制整備 担当課

担当課
事業名称 担当課 事業年度 ２５年度実績 ２６年度実績

研修の充実 子育て支援 Ｈ22～26

ペアレンティングトレ－ニング（夫婦）　１回シリ－ズ実施　４２名
商工会青年部・女性部対象に研修会　２回　２２名
小学校教育相談部　１回　１８名
民間保育所人権研修会　１回　４８名
公立保育所家庭支援担当保育士研修会　１回　５名
民生児童委員研修会　１回　２３名

小学校教育相談部　１回　１３名
公立保育所家庭支援担当保育士研修会　１回　５名
民生児童委員研修会　２回　９８名

★３
子育て短期支
援事業（★）

子育て支援 Ｈ22～26

平成２５年４月からの実施
委託先(児童養護施設および乳児院「大和の家」、児童養護施設
「桃山学園」に委託契約
利用日数：１９日

委託先(児童養護施設および乳児院「大和の家」、児童養護施設
「桃山学園」に委託契約
利用日数：７日

集団生活にお
ける支援

子育て支援 Ｈ22～26
保育所・幼稚園・小中学校との定期的な情報提供の実施（６４回） 保育所・幼稚園・小中学校との定期的な情報提供の実施（６４回）

事業内容（細事業）

○集団生活における支援
　・学校との連携及び支援
　・幼稚園との連携及び支援
　・保育所との連携及び支援

○研修の充実
　・講演会の開催
　・専門的研修の実施

○ショートステイ事業（★）
（再掲1-（3）-①）
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